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Populations are getting older

2015 2050



一昔前に比べ、世界的に高齢化は加速している！
Population ageing is happening much more quickly than in the past

Time for percentage of population older than age 60 to double

そのトップランナーは日本！
Dementia: a public health priority
Authors:World Health Organization and Alzheimer’s Disease International
（http://www.who.int/mental_health/publications/dementia_report_2012/en/）

http://www.who.int/mental_health/publications/dementia_report_2012/en/
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※高齢になればなるほど認知症の有病率が
指数関数的に多くなってきている

（％）



100人に1人が認知症を発症

世界保健機関（WHO）が発表した報告書「認知症：公衆衛生上に重要課題（2012年）」によると、
世界の認知症有病数は現在、およそ3,560万人に上る。2030年までに2倍の6,570万人、2050年ま
でに3倍の1億1,540万に増えると予測されている。認知症は世界中で増加しているが、半数以上

（58％）は低・中所得国に集中しており、この割合は2050年までに70％以上に上昇するという。
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各国における認知症対策

国名 プラン名 開始時期

フランス プラン・アルツハイマー2008～2012
（神経変性疾患に関する国家計画：2014-2019）

2008年

オランダ 全国認知症プログラム 2004年

オーストラリア 認知症対策国家戦略（2006-10年）
（認知症対策国家戦略：2013-17）

2006年

イギリス 認知症国家戦略
（Living well with dementia: ANational Dementia Strategy）

2009年

デンマーク 国家認知症行動計画（認知症アクションプラン） 2011年

アメリカ 国家アルツハイマープロジェクト法 2011年

日本 新オレンジプラン（認知症施策推進総合戦略） 2015年

Dementia: a public health priority
Authors:World Health Organization and Alzheimer’s Disease International
（http://www.who.int/mental_health/publications/dementia_report_2012/en/）

http://www.who.int/mental_health/publications/dementia_report_2012/en/


2015年3 月16・17日、スイス・ジュネーブで「認知症
に対する世界的アクションに関する第1回WHO大臣級会
合」が開催された。

80の加盟国、80の団体や学会、40のNGOから約400
人が参加。参加者の合意により、「アクションの呼びか
け（Call for Action）」が発表され、G7を超えた展開に
向けた協働が確認された。

日本からは原勝則厚生労働審議官が出席し、17 日の
セッション2「認知症とより良く暮らす」に参加。

また、「認知症に対する世界的アクションに関する第
1回WHO大臣級会合」では、認知症に取り組む各国や各
団体が、自らのコミットメントを表明したものを集約し
た「世界的な認知症に関するフレームワーク」がとりま
とめられた。

本フレームワークは、「ケア」「治療」「リーダー
シップ」「開かれた科学とデータ」「研究」「権利」
「リスク軽減」の７つを軸としており、随時、加筆修正
されていく性格のものである。今後、認知症に取り組む
各国や各団体は、当該コミットメントに沿って、認知症
施策を推進していくこととなる。

（ https://globaldementiaframework.wordpress.com/ ）

「認知症に対する世界的アクションに関する第1
回WHO大臣級会合」で「アクションの呼びかけ
（Call for Action）」が発表

https://globaldementiaframework.wordpress.com/




日本の総人口年齢3区分別人口（出生中位・死亡中位）推計
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日本の高齢者・認知症問題



65歳以上の高齢者のうち、認知症の人は推計15％
で、2012年時点で約462万人に上ることが6月１日、
厚生労働省研究班（代表者・朝田隆筑波大教授）の
調査で分かった。認知症になる可能性がある軽度認
知障害（MCI）の高齢者も約400万人いると推計。

65歳以上の4人に１人が認知症とその“予備軍”とな
る計算で、政府は早急な対策を迫られそうだ。
日本経済新聞：2013/06/01

2025年には700万人（Ⅱa以上）



認知症施策
• 2013年「認知症施策推進5か年計画」通称オレンジプラ

ンがスタート

• 2014年11月、東京で開催されたG7認知症サミット後継イ

ベントにおける安倍首相の認知症施策のさらなる推進宣
言を受け、より当事者や家族の立場に立った施策を再考
し「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」が
2015年1月に策定



１-1．新旧オレンジプラン（７つの柱）の比較

2012年 オレンジプラン 2015年1月 新オレンジプラン

1. 標準的な認知症ケアパスの作成・普及

2. 早期診断・早期対応の促進

3. 地域での生活を支える医療サービスの

構築

4. 地域での生活を支える介護サービスの

構築

5. 地域での日常生活・家族の支援の強化

6. 若年性認知症施策の強化

7. 医療・介護サービスを担う人材の育成

1. 認知症への理解を深めるための普及・啓発

の推進（見直し重点化）

2. 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・

介護等の提供（一部新設）

3. 若年性認知症施策の強化（見直し重点化）

4. 認知症の人の介護者への支援（一部新設）

5. 【新】認知症の人を含む高齢者にやさしい地

域づくりの推進

6. 【新】認知症の予防法、診断法、治療法、リ

ハビリテーションモデル、介護モデル等の研

究開発及びその成果の普及の推進

7. 【新】認知症の人やその家族の視点の重視



いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね
３０分以内に必要なサービスが提供さ
れる日常生活圏域（具体的には中学
校区）を単位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医
・地域の連携病院

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入
所

・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･

医 療
介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

認知症の人

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一
体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるために
も、地域包括ケアシステムの構築が重要です。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は
減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、
地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

地域包括ケアシステム



認知症の人にもやさしい図書館！?

Dementia Friendly Library

「イギリスで取り組まれていた！」



いろいろな角度（視点）から見せる工夫
をして全体の雰囲気を作る

英国プリマス市図書（Plymouth）
プリマス市：イングランド南西部のデボン州に

ある港湾都市

本を展示する工夫（テーブル、家具の選定）と人
が寄ってきやすい工夫（懐かしい備品の設置）



日向市認知症生活支援推進委員会
医師会、社協、疾患センター長、行政、包括支援センター、区長、民生委員、大学

１回（2h程度）/月
疾患センター職員を派遣は？

・サポーター養成講座
・2か月に一度認知症関連

ショートレクチャー
・認知症を持っていても読める本や環境
・相談を受ける（時間を決めて）
・よもやま話・・。

日向市（5万人）では・・

市立図書館・市民センター
で準備開始



認知症関連の本も100冊を超え
て・・・
現在、どのような本が借りられている
か、本を読んだ感想などを集計中。



小学生の子供たちが立ち
寄って書いてくれました。



大王谷コミュニティーセンター 図書館
「認知症の人にやさしい図書館」の取り組みは、認知症の人
やその家族を“地域で支える仕組みづくり”の一環として、
地域・医療・福祉の連携のもとに取り組んでいます。



疾患センターから「どのような本を家族に渡せば
いい・・？」とても助かる(疾患センター院長）



川崎市宮前図書館
設置への協力 諸塚村診療所待合室

延岡市山下商店街空き店舗



小学校の図書館
の一角をお借り
して・・

図書館司書の皆さんへの共に
やっていこう！講義



私の大好きなおばあちゃんが認知
症になったらどうしようと不安になっ
た。もしわすれたら、いままで一緒に
作った思い出もなくなるとおもうから。
認知症になったらそばからやさしくさ
さえてあげたい。
小６年「おじいさんのぼうし」

脳が小さくなっていくと聞いておどろきま
した。わたしも祖母を大切にしていきた
いと思いました。
小学5年「だいすきだよキヨちゃん」

にんちしょうはわすれるびょうきだ
とはじめて知りました。

その日にあったことをわすれるな
んて・・
小1「おばあちゃんのノート」

ぼくはこの本を読んでにんちしょう
は悲しい病気。じいちゃんがにんち
しょうにかかってもなかよくしたいで
す。
小3「おもいではチョコレートのにお
い」

おばあちゃんの孫に対するおも
いがとてもよかった。認知症はこ
わいものだけどあたたまる話で
した。

中１「いつだって心はいきてい
る」

この本を読んで、少年はすごくおばあちゃ
んのことが好きなんだなぁと思いました。
どんな障害があっても、その人はその人
だということを知ることができました。
中３「でもすきだよ、おばあちゃん」



延岡市立図書館と・・
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国立国会図書館の委託により「超高齢社会と図書館」
に関する調査研究をまとめた。



“The way to get started is 
to quit talking and begin doing.”

Walt Disney
ウォルト・ディズニー

何かを始める方法は、話すのはやめてやり始めることだ！
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